
政策で取り組む内容

将来の宮城を担う子どもの教育環境づくり
政策担当部局

教育庁，経済商工
観光部

評価担当部局 教育庁

政策の状況

　宮城の確かな未来を構築していくためには，将来を担う子どもの能力や創造性を最大限に引き出す教育環境の整備が必要である。
　児童生徒が自らの進路実現に向けて，希望を達成できるような「確かな学力」の定着が求められる中で，我が県の児童生徒の学力は，他県と比較し
て低迷しているという調査結果もあることから，学力を向上させることが急務となっている。このため，学力の向上に重点を置き，教員の一層の指導力向
上や，学校と家庭との連携などにより，確かな学力の定着に向けた実効ある方策を進めるとともに，社会の変化に対応した教育を推進する。
　また，地域社会との連携のもとで，公共心，健全な勤労観など，将来にわたり社会の中で生きていく力をはぐくみ，児童生徒の道徳心などの豊かな心
とたくましく健やかな体の育成を図る。

評価対象年度 平成20年度 政策評価シート 政策 7

「宮城の将来ビ
ジョン」におけ
る体系

政策名 7

政策を構成する施策の状況

施策
番号

施策の名称

事業費
（決算（見込）
額，施策の事
業費合計）

目標指標等の状況 施策評価現況値
（測定年度）

達成度

-
(平成20年度) Ｎ

児童生徒の家庭等での学習時間（小学５年生：３０
分以上の児童の割合）

Ｎ

Ｎ

学習状況調査での正答率６０％以上の問題の割合
（小学５年生）

Ｂ

-
（平成20年度） Ｎ

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（中学２年
生）

-
（平成20年度） Ｎ

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（高校１年
生）

41.5%
（平成20年度） Ｂ

Ｎ

やや
遅れている

新規高卒者の就職決定率とのかい離
-0.7P
(平成20年度) Ｃ

児童生徒の家庭等での学習時間（中学２年生：１時
間以上の児童の割合）

-
（平成20年度）

(平成20年度)

-1.1P
（平成19年度）

-
（平成20年度）

Ｂ
「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（小学５年
生）

概ね順調

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の
児童生徒と交流及び共同学習した割合

28.2%
（平成20年度） Ａ

100.0%
（平成20年度）

0.34%
（平成19年度） Ｃ

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい
離

13.6%
（平成20年度）

15
着実な学力向上と希望する進
路の実現

147,347千円

分以上の児童の割合）

児童生徒の家庭等での学習時間（高校１年生：２時
間以上の生徒の割合）

学習状況調査での正答率６０％以上の問題の割合
（中学２年生）

-
（平成20年度）

16 豊かな心と健やかな体の育成 267,955千円

不登校児童生徒の在籍者比率（小学校）

不登校児童生徒の在籍者比率（中学校）
3.24%
（平成19年度）

17
児童生徒や地域のニーズに
応じた特色ある教育環境づくり

1,870,834千円

外部評価を実施する学校（小・中・高）の割合（小学
校）

44.8%
（平成19年度） Ｂ

外部評価を実施する学校（小・中・高）の割合（中学
校）

40.3%
（平成19年度） Ｂ

外部評価を実施する学校（小・中・高）の割合（高
校） Ａ

やや
遅れている

児童生徒の体力・運動能力調査で過去７年間の最
高値を超えた項目の割合

42.2%
（平成20年度） Ａ

不登校児童生徒の在籍者比率（中学校１年）
2.40%
（平成19年度） Ｃ

Ｃ

※目標指標等の達成度　Ａ：「目標値を達成している」
　 　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ：「目標値を達成していないが，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と同方向に推移している，又は現状維持している」
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：「目標値を達成しておらず，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と逆方向に推移している」
　　　　　　　　　　　　　　　  N：「現況値が把握できず，判定できない」



・政策１５について，児童生徒の学力向上は喫緊の課題であり，また，県民の期待も大きいことから，より一層強化する必要がある。地域や時代の要請
に応える人材育成のために，発達段階に応じたキャリア教育の一層の推進が重要である。
・政策１６について，不登校や問題行動等の防止策として，専門家や関係機関との連携によるきめ細かな教育相談体制の確立を図るとともに体験活動
や心の教育などをさらに充実させる必要がある。
・政策１７について，全県一学区の円滑な実施，入試制度改善に向けた取組，学校種ごとの特別支援教育の充実，学校評価を活用したＰＤＣＡサイク
ルの確立，新しい県立高等学校将来構想を踏まえた事業の見直しなどを進めていく必要がある。
・県民の期待・関心が高く，かつ様々な課題がある中で，満足のいく効果は出ていないことから，やや遅れていると判断した。教育に関する政策は，す
ぐに目に見える形で成果が現れるものではないが，体力・運動能力調査結果などに一部改善の兆しが見られていることも踏まえつつ，また，時代の変
化に伴う新たな課題等にもしっかりと対応していくこととし 本政策をより一層推進していく。

政策評価（総括）

政策の成果（進捗状況） 評価 評価の理由・各施策の成果の状況

・各施策の成果等から見て，政策の進
捗状況はどうなっているか。

やや
遅れている

・将来の宮城を担う子どもの教育環境づくりに向けて，３つの施策で取り組ん
だ。
・施策１５について，各事業とも概ね効率的に実施され，一定程度の成果はあっ
たものの，本施策に対する県民の期待が大きいことや全国学力・学習状況調査に
おいて平均正答率がほとんどの科目の項目で全国平均を下回っていることなどか
ら，進捗状況はやや遅れている。
・施策１６について，各事業とも概ね効率的に実施され，一定程度の成果はあっ
たものの，目標指標の小・中学生の不登校在籍比率が増加したことなどから，進
捗状況はやや遅れている。
・施策１７について，目標指標等である外部評価を実施する小・中学校の割合が
目標値を達成していないものの，昨年度と比較して着実に進捗していること，各
事業は概ね効率的に遂行し，所期の成果を挙げていることなどから，進捗状況は
概ね順調とする。
・以上のことから，政策全体としては，施策１５，１６の進捗状況がやや遅れて
いることや県民満足度調査結果においてその重視度に比して満足度が充分でない
こと，また，各施策に関する社会経済情勢等の状況においては，様々な教育課題
があり，喫緊の対応が求められていることなどから，概ね順調とは言い難く，将
来の宮城を担う子どもの教育環境づくりは，やや遅れていると判断し，より一層
取組を強化していく必要がある。

政策を推進する上での課題等と対応方針 ※施策の必要性・有効性・効率性の観点からの課題等と次年度の対応方針

化に伴う新たな課題等にもしっかりと対応していくこととし，本政策をより 層推進していく。


